
飲酒運転撲滅宣言の店
焼肉ヌルボングループ
（株式会社綱屋）

○ 飲酒運転撲滅に向けた取組事例
①店舗のレジ、トイレ内に自作の飲酒運転撲滅の呼びかけを掲示し、来店者に飲酒運転撲滅の啓発を行っています。
②来店者に車利用の有無を確認し、飲酒運転をしないよう呼びかけています。
③運転代行業者のGラビット運転代行と連携して、車での来店者には、運転代行を案内しています。
④その地域の運転代行業者の割引券をいただき、お客さまにお渡ししています。従業員が直接
代行業者に電話をし、確実に代行でお帰りいただくようにしています。
⑤飲酒運転撲滅運動を推進しているNPO法人はぁとスペースの飲酒運転撲滅の取組を支援して
います（機関誌「TOMOs」への広告掲載等）。

Ｑ 取組の中で、何か意識の変化はありましたか？

Ａ バイト、パートを含め、従業員が入社する

際は非飲酒運転誓約書に署名をさせています。

絶対に飲酒運転をしない、させないという

ことを従業員の意識に根付かせることにより、

会社全体の意識も高まっているように感じます。

Ｑ 飲酒運転撲滅の取組を始めたきっかけは何で

すか？

Ａ 2006年に痛ましい事故があり、今後尊い命

が悲惨な事故で失われることがないよう、お

酒を提供している私たちからも撲滅につなが

る行動を起こしていきたいと思い、取り組み

始めました。

Ｑ お客様の反応はどのような感じですか？

Ａ ご一緒のグループでもアルコールの飲み放題と
ソフトドリンクの飲み放題を別々でご注文いただ
けるようにしていますので、ハンドルキーパーの
方もアルコールの飲み放題をつけなければいけな
いということがなく、お客さまからはご好評いた
だいております。
お酒を飲まれるお客さまご自身の意識も高く、

お車でお越しの方は必ず運手代行をご利用されて
います。

Ｑ 飲酒運転撲滅に向けたメッセージや今後取り組
んでいきたいことをお聞かせください。

Ａ 世の中の飲酒運転に対する意識が高まっている
一方、ここ数年で飲酒運転による事故のニュース
がまた多くなってきているように感じます。
お客さまに車利用の有無を確認するときのコミュ
ニケーションや、お店で目に入るポップなど、小
さなことでも飲酒運転撲滅に対する意識を広めて
いくことが可能だと思います。
飲酒運転による痛ましい事故がゼロになるよう、

今後も企業として取り組み、一人一人が自覚を
持ってハンドルを握る世界になることを願ってい
ます。

○ 焼肉ヌルボングループ（株式会社綱屋）様にインタビューに答えて
いただきました！！

○ 焼肉ヌルボングループ（株式会社綱屋） 様の
店舗紹介
福岡市を中心に焼肉・韓国料理のヌルボン、焼肉食べ放題のヌルボンガーデン、

居酒屋はな、ステーキガーデン風の邱を運営しております。
お客さまに本当に美味しいお肉を召し上がっていただくために日々努力し、自

然の恵みに感謝しながら、想いを込めた心からのおもてなしを目指しております。

運転代行の案内や独自で
作成したポスターの掲示

レジ前での掲示


